
                 

  

 

 

平成 30 年度 

みつばちカフェ 報告書 

（井戸端会議・地域福祉座談会） 

  

 

歳をとっても住みやすい地域にするために 

～みんなで考えよう～ 

 

 

 

ひたちなか市社会福祉課 

ひたちなか市社会福祉協議会 

  



 

目  次 

 

開催趣旨・・・・・・・・・・・・・1 ﾍﾟｰｼﾞ 

 

各地区開催状況一覧・・・・・・・・2 ﾍﾟｰｼﾞ 

 

みつばちカフェ実施フロー・・・・・3 ﾍﾟｰｼﾞ 

 

結果報告・・・・・・・・・・・4～77 ﾍﾟｰｼﾞ 

全地区まとめ         ………  4～5 ﾍﾟｰｼﾞ 

全地区レシピ分析       ……… 6～14 ﾍﾟｰｼﾞ 

各地区レシピ紹介       ………15～77 ﾍﾟｰｼﾞ 

 

アンケートまとめ・・・・・・・・78 ﾍﾟｰｼﾞ 

 

総括・・・・・・・・・・・・・・85 ﾍﾟｰｼﾞ 

                                                             



開 催 趣 旨 

 

 

 

みつばちカフェは地域住民が主体となり福祉活動を進めていく

上で，地域における福祉の問題点や課題を掘り下げ，高齢者・障

害者・子育て世代の方々など，それぞれの立場から地域福祉につ

いて意見交換できる場として市社会福祉課と市社会福祉協議会が

共同で開催しています。 

今年度は『歳をとっても住みやすい地域にするために～みんな

で考えよう～』というテーマで「自分の地域にあるといいたすけ

あい活動」と「自分の地域で実現したいたすけあい活動」につい

て考え，住民それぞれができることを話し合っていただきました。 

 



地区 開 催 日 時 会　　　場
参加者

状況(人）

第1回

第8回

第7回

第6回

第5回

第4回

第3回

第2回

一中

那珂湊

13

平成30年7月21日（土）

平成30年7月22日（日）

平成30年6月2日（土）

平成30年6月3日（日）

平成30年6月9日（土）

平成30年6月10日（日）

集会室（1F）

集会室1,2,3（1F）

36

16

25

44

28

48

18

大会議室（1F）

平磯・磯崎
阿字ヶ浦

市毛コミセン

1中地区コミセン

田彦コミセン

佐野

平成30年6月17日（日）

平成30年6月16日（土）

研修室（1F）

大島コミセン

平磯コミセン

田彦

前渡
（三中学

区）

大島

二中

前渡コミセン

各地区開催状況一覧

８地区合計　２２８人

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

佐野コミセン

大ホール（1F）

学習室1,2（1F）

集会室（2F）

大会議室（2F）

那珂湊コミセン



昨年度のテーマ「たすけあいって必
要？」の中で挙げられた高齢者に関す
る内容に絞った「メニュー表」を見て
もらう。その中で自分たちの地域で
「必要なたすけあい」を１～３個選ん
でもらう。

ラウンド１

選んだメニューを「注文票」に記入
してもらい，ホワイトボードへ貼り出
す。その中から自分たちが「実現した
いたすけあい」を選び，名前を書いた
付箋を貼る。選んだ人同士で新しいグ
ループを作る。

ラウンド２

実現したいメニューについて，実施
に至るまでの具体的な流れを「レシ
ピ」と見立てた模造紙に記入していく。
最後は全員で各グループの作成した

レシピを見て回り，内容を共有する。

ラウンド３

みつばちカフェ実施フロー

・ファシリテーター（話し合いの手助け役）が全体進行を担当
・１グループ４～６人で話し合いを行う
・注文票への記入は１枚に１個の内容
・レシピは付箋等を使って自由に作成してもらう



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

入りやすく居心地の良い地域活動

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順

⑥調理のポイント

キャンプなどの気軽なイベント，子ども会や少年団活動などを入り口として始まっ
ていくこと，親世代が活動すれば，それが子ども世代・孫世代と次の世代に引き継
がれていくのではないかと考えられている。

親だけが子育てを行うのでなく，周辺の世帯・自治会などが協力し合うことが改め
て必要だと捉えられる。

全地区　レシピ分析

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

地域の人づてでなく転入世帯でも気軽に入れるもの，自治会役員の負担が軽くなる
ような活動が必要と考えられている。

自治会組織ではなく，気軽に集まって地域の状況を知ることのできる場として考え
られている。

なし



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

聞こえる人，聞こえない人がともにコミュニケーションが図れるたまり場づくり

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順

⑥調理のポイント

集まる場所として空家を利用し，お菓子等を持っていくことで費用をかけない。

全地区　レシピ分析

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

地域で聞こえる人と年齢や障害で聞こえない人が交流できる新たなたまり場とし
て，これまで把握できていなかった地域の情報を得ることができるのではないか。

なし

集まれる場所や中心となって活動してくれる人（指導者やボランティアなど)のほ
か，広報活動や移動手段を提供してくれる人を募る。

健聴者・難聴者の集まりに出向き，中心となる人物の発掘とニーズの把握をして，
既存のサークル等に声かけしながら人集めをする。



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

移動手段の充実

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順

⑥調理のポイント

利用者の把握，実行委員会の設置，運転手の確保，道路の整備，保険の加入，料金
体系の設定など，きちんとした仕組みづくりをしてから実行に移すというグループ
が多い。
また，闇雲に始めるのでなく，行き先や希望の交通手段など，利用者のニーズ把握
をしようという意見が挙がっていた。
企業からの車や資金の提供や行政の協力を求めようという意見も多く，このテーマ
については市民だけで解決するには限度があると感じている様子が伺える。

制度・サービスを整えるだけでなく継続して利用してもらえるよう，利用者のニー
ズ把握・利用者目線での実施をポイントとして捉える声が多かった。
イケメンドライバーであったり，車両搭乗時に手を添えてほしい等の具体的案を挙
げた方もいた。

全地区　レシピ分析

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

免許を返納した後に外出するための交通手段の充実が望まれている。行き先は買い
物・病院が多いほか，サロン等の“たまり場”へ行くためとの意見があった。
外出したいという気持ちを大切にしたい・近所には“頼めない”という意見もあ
り，制度としての整備を望む声がある。
自動車以外では，高齢者・妊産婦が安心して歩ける道路という意見があった。

コミュニティバスの充実（サイズ・便数）が多く挙げられていた。他には予約制の
バス・タクシーとの意見もあった。
好きな時に好きな場所に行けることや，金銭的な負担が少なく気軽に利用できるこ
とが理想とされており，外出が気分転換や交友範囲の拡大につながるというイメー
ジである。

まずは車両の確保で，コミュニティバスやタクシーのほか，高齢者施設や住民から
借りるという案が出た。
次に運転手については，高齢者施設の運転手に手伝ってもらうという案のほか，運
転ボランティアを募るという案が多く出ている。（元気な高齢者や子育て中のママ
に運転を協力してもらうという案も）
車両を借りる場合や，運転手をボランティアなどにお願いする際には費用（燃料
費・保険料・謝礼など）がかかるため，その点は行政からの補助金に頼るという案
が挙がっている。
ほか，人的な面では，交通手段の調整をするコーディネーターが必要との意見も挙
がっていた。



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

食品・日用品などの移動販売

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順
・ 立ち上げメンバーを募る
・ 地域で人件費・ガソリン代の寄付を募る
・ 販売する地区，曜日，時間を決める
・ ニーズを把握する
・ 地域のお店，スーパーに交渉する
・ 販売できる場所を交渉し，決める
・ チラシを作り，自治会内回覧
・ 移動販売開始する
・ 先行している地域などの情報収集
・ どのような商品が欲しいかアンケート調査など実施
・ 販売者の選定
・ ルートや販売場所の設定→交渉
・ 回覧板やチラシで地域の人に周知する

⑥調理のポイント

1件だけのため，上記の手順となった。

地域のたまり場として機能するため，買い物を目的としない方が立ち寄ることも可
能とする。
買い物の範囲が拡大し続けることを防ぐため，品物は日用品に限定することで，継
続しやすくする。

全地区　レシピ分析

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

移動手段が自家用車しか無く，買い物に不便をきたす。
移動販売があれば，地域のふれあいや高齢者の見守りにもつながる。

高齢者の買い物の負担の軽減や地域のたまり場として機能すると考えられている。

地元のスーパーや，地域内の空き地・個人宅を利用して行うなど，内容での実施の
意見が挙がった。



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

見守りの充実

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順

⑥調理のポイント

見守りを行うための人を募って見守り活動を開始する手法が多く挙げられたが，対
象者やニーズ把握の調査を行うタイミングは違いが見られた。また近所の人を中心
に郵便局やヤクルト等に協力を依頼する方法なども検討された。

特定の誰かではなく，地域の皆が参加・協力するようになることが大切と考えられ
ている。
また，対象者との信頼関係づくりのために，くじけずに声掛けすること・知り得た
個人情報の取扱いには注意することなどが挙がった。

全地区　レシピ分析

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

増加しているひとり暮らし高齢者や地域と関わらずに孤立している人が，住みなれ
た地域で暮らし続けるために隣近所で助け合うことが必要と考えられている。ま
た，子どもたちの安全のためにも見守りの充実は必要との意見もあった。

見守り隊を作ったり，お互いを見守りしあう関係を築くことで，高齢の方が安心し
て暮らせるだけでなく，地域の皆の交流・連帯感が深まっていく。

民生委員や自治会のほか，近隣住民や地域の企業・商店・郵便局を挙げる方が多
かった。また，警備会社や異常時の自動通報システムの導入などの意見もあった。
その他では，あいさつ・笑顔・心の余裕といった，対象者への接し方を重視する意
見も出ている。



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

気軽に声かけできる環境づくり

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順

⑥調理のポイント

声かけのきっかけ作りとしてメンバーを募る→あいさつや行事の企画等を考える→
自治会長や地域の人たちにＰＲ→顔見知りになる→お互いに声をかけあえる！とい
うような流れで，最終的にサロン立上げという意見もあった。

知らない人に声をかけられることを恐いと感じたり、人と群れるのが苦手な方がい
る。そのような方を受け入れる体制を整えることが大切と考えられている。

全地区　レシピ分析

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

地域づきあい(近所づきあい)が減ってあいさつや声かけが少なくなっているものの
必要と思う人は多い。あいさつや声かけが気軽にできるようになれば，いざという
時のたすけあいや見守りにつながると考えられている。

声かけからご近所と顔見知りになることができ，何かの異変に気づいたり，お互い
に助け合う関係となっていくと考えられている。

あいさつが必要であるとの考えが多かった。集まりやすい場所を作る・イベントを
開催するなど，顔を合わせる機会が必要であるとのことであるが，既存のイベント
やすぐに取り組める内容であることから，新しく何かを行うための費用について意
見を挙げる方は少なかった。



　　　　　　　　　 　　　地区
 メニュー名

一中 二中 前渡 大島 佐野 田彦 那珂湊 平磯・磯崎
阿字ヶ浦 計

メニュー別
割合

移動手段の充実 5 7 3 7 6 3 5 3 39 25.7%

気軽に声かけできる環境づくり 4 4 1 4 4 3 0 1 21 13.8%

たまり場づくり 2 4 2 2 4 1 3 1 19 12.5%

ちょっとした日常生活支援 1 4 2 3 3 1 3 0 17 11.2%

多世代で交流できる場づくり 1 3 3 2 4 0 2 1 16 10.5%

見守りの充実 3 1 1 4 2 0 4 1 16 10.5%

食品・日用品などの移動販売 1 2 2 2 1 1 3 1 13 8.6%

新しいメニュー 1 0 0 0 1 3 1 0 6 3.9%

地域活動への参加 0 2 1 0 0 0 0 0 3 2.0%

不要なものを交換する場所・機会 0 0 0 0 2 0 0 0 2 1.3%

計 18 27 15 24 27 12 21 8 152 -

地区

1中

佐野

那珂湊

　「移動手段の充実」は全地区で選択されており，市内全域で求められている“たすけあい”と考えられ
る。「気軽に声かけできる環境づくり」や「たまり場づくり」，「多世代で交流できる場づくり」など地
域内でのコミュニケーションに関する内容も多く選択されていた。
聴覚に障害のある方が参加した田彦中学区では，「情報の伝達」や「健聴者とのコミュニケーションが図
れるたまり場」が新たに求められる“たすけあい”として挙げられていた。

入りやすく居心地の良い地域活動

気軽に声かけできる環境づくりと見守りの充実

聞こえる人，聞こえない人がともにコミュニケーションが
図れるたまり場づくり

田彦
情報の伝達

自宅での支援・介助の方法，どこに相談できる？

コミュニケーションの充実

全地区　まとめ
　第１ラウンド：自分たちの地域で必要な“たすけあい”」を選ぶ

　■第１ラウンドで選択された内容について以下のとおり集計した。

【新しいメニューの内容】

メニュー名

　※メニューは前年度のみつばちカフェで挙げられた“高齢者に関するたすけあい”に絞った。
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移動手段の充実

気軽に声かけできる環境づくり

たまり場づくり

ちょっとした日常生活支援

多世代で交流できる場づくり

見守りの充実

食品・日用品などの移動販売

新しいメニュー

地域活動への参加

不要なものを交換する場所・機会

「自分たちの地域で必要な“たすけあい”」を選ぶ



　　　　　　　　　 　　　地区
 メニュー名

一中 二中 前渡 大島 佐野 田彦 那珂湊 平磯・磯崎
阿字ヶ浦 計

メニュー別
割合

移動手段の充実 2 4 1 1 1 0 1 1 11 20.4%

気軽に声かけできる環境づくり 2 3 0 2 1 2 0 1 11 20.4%

見守りの充実 1 0 1 1 1 0 2 2 8 14.8%

ちょっとした日常生活支援 0 1 1 1 2 1 1 0 7 13.0%

たまり場づくり 0 1 0 1 1 0 2 1 6 11.1%

多世代で交流できる場づくり 2 0 1 1 2 0 0 0 6 11.1%

新しいメニュー 0 0 0 0 1 1 1 0 3 5.6%

食品・日用品などの移動販売 0 0 0 0 0 0 2 0 2 3.7%

地域活動への参加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

不要なものを交換する場所・機会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

計 7 9 4 7 9 4 9 5 54 -

地区

佐野

那珂湊

田彦

　実現したいたすけあいとして最も多く選ばれたものは「移動手段の充実」と「気軽に声掛けできる環境
づくり」となった。
　一方で「地域活動への参加」「不要なものを交換できる場所・機会」は全ての学区で選択されておら
ず，まずは生活に直結する「たすけあい」が必要な様子が伺える。
　実現に向けた具体的なレシピを考えてもらうと,「気軽に声かけできる環境づくり」や「見守りの充実」
など地域でできるものについては自分たちで取り組むが，「移動手段の充実」や「ちょっとした日常生活
支援」「移動販売」など，市民だけでの実施が難しいものについては，行政や企業の協力からの協力を求
めている様子が伺えた。

聞こえる人，聞こえない人がともにコミュニケーションが
図れるたまり場づくり

【作成された新しいメニューの内容】

メニュー名

入りやすく居心地の良い地域活動

気軽に声かけできる環境づくりと見守りの充実

全地区　まとめ
　第2ラウンド：「自分たちの地域で必要な“たすけあい”」を選ぶ

　■第2ラウンドで選択された内容について以下のとおり集計した。

　第3ラウンド：実現に向けた具体案を考える（レシピ作成）

11

11

8

7

6

6

3

2

0

0

0 2 4 6 8 10 12

移動手段の充実

気軽に声かけできる環境づくり

見守りの充実

ちょっとした日常生活支援

たまり場づくり

多世代で交流できる場づくり

新しいメニュー

食品・日用品などの移動販売

地域活動への参加

不要なものを交換する場所・機会

「自分たちの地域で実現したい“たすけあい”」



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

多世代で交流できる場づくり

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順

⑥調理のポイント

このメニューを選んだグループのほとんどが実行委員会などの立ち上げメンバーを
決めるところから始めていた。実行委員を子ども会・老人会・自治会と多世代から
選ぶという意見も見受けられた。
実施にあたっては，単発のイベント型・定期的なサロン型に分かれており，サロン
型については「お金をかけない・気軽にできる・継続する」が鍵となっていた。
実施にかかる費用として，補助金の申請のほか企業スポンサーを募るという意見が
あった。

一緒に何かを行っても，それだけで終わってしまい，交流になってないことがあ
る。高齢者の知恵・知識の活用をもって，高齢者が必要とされていると実感すると
いう意見は，多世代交流だけでなく，高齢者の生きがいづくりの鍵となると思われ
る。
開催の場所（会場や屋内外の別）や時間を固定しないという意見は，参加者の固定
化を防ぐという点でも有効と感じた。

全地区　レシピ分析

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

地域の関係が希薄で周囲と交流する機会が減っていることや，子どもと高齢者が関
わる機会があると良いという意見が多い。高齢者の外出の機会や支援が必要な方の
情報を知る機会となるほか，世代を超えた仲間づくりは地域福祉活動に参加したい
と考える第一歩になると考えられている。ただし，仕事や日々の活動で日程調整な
どが難しい現実的な問題は残っている様子が伺える。

趣味やゲームや歌などをみんなで一緒に行うことで，世代を超えた仲間づくりがで
きるという意見が多い。結果として，お互いを気づかう心が育つ・相互の見守りと
なる・高齢者の外出の機会となるというメリットもあるようである。
多世代サロンとして定期的に交流の機会を設けようという意見も複数あった。

実施場所については，子どもも集まる場所であるという意識のためかコミセンが比
較的多かった。運営者の候補に「健全な遊びを教えてくれる人」などの意見がある
ことから，どちらかといえば子どもに寄せた場所・運営者が求められている様子。
（「いろいろな知識・経験がある高齢者」「特技を生かして子どもたちに教えてく
れる人」など）広報の方法としてSNSが入っているのが注目される。



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

たまり場づくり

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順

⑥調理のポイント

ほとんどの地区が，「実施場所・日時の検討→対象者・住民への周知→参加者募集
→実施」という流れとなった。
ただし，実施場所については「探す」という表現をしている地区が多く，気軽に集
まれる場所として，コミセンや自治会館等の既設の建物より，もっと対象者の居住
地に近いところを探している様子が伺える。

たまり場を作るまでよりも，できてからのことに対する意見が目立った。
（たまり場で実施する内容の充実や，高齢福祉に関するコーディネーターの設置，
場所の管理は行政とも連携が必要であるなど）

全地区　レシピ分析

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

同世代で語らえる居場所作りが必要。孤立させないこと・話し相手がいること・趣
味や楽しみを活かせるなど，出かけたいと思う場所をつくってあげたいとの思いが
強かった。多世代で交流できる場所であるとなお良く，それが子どもの見守りや若
い人が地域に残る（戻る）ことにもつながると考えられている。

いつでも誰でも使える場所であることや，共通の話題を通して気持ちを共有するこ
とで孤立する方が減り，多世代の交流や地域のつながりが強くなっていくというイ
メージが多く見受けられた。また，高齢者だけでなくお互いを思いやることで，他
者同士の心が潤い，明るく元気な地域となるというイメージがあった。

空き家や学校の空き教室の活用を望む声が多かった。場所の管理者としては，地域
の有志や趣旨に共感するボランティア，何らかの特技を持つ人のほか元気な高齢者
が管理人になると良いとの意見もあった。一方で，場所の維持管理費について補助
金を活用するという意見や参加者の負担という意見も出ている。PR方法は，地域な
らではの回覧板や口コミの活用が多かった。参加者を送迎するための交通機関が必
要であるとの意見が一部の地区で出ている。



①選んだメニュー名（地域に欲しい「たすけあい」）

ちょっとした日常生活支援

②シェフの思い（なぜこれが必要だと思ったのか）

③完成イメージ

④材料（これを行うために必要な　ひと／もの／場所／おかね）

⑤実施までの手順

⑥調理のポイント

全地区　レシピ分析

継続的な運用を考えてか，具体的な段取りを考えたところが多かった。
市内の高校生や市職員に地域の空き家や市営住宅に居住していただき，できる範囲
で協力してもらうという意見も挙がっていた。
ほか，まずはイベントを行い地域の人に参加していただき，そこで顔見知りとなっ
てその後の生活支援につなげるという段取りを考えたところもあった。

活動をする上で支援者の負担を軽減しようという意見が挙がっている。
ほか，利用者と支援者間で，お互いに楽しく仲良く活動することをポイントに，信
頼関係を築いていこうという意見が多かった。

各地区で作成されたレシピをメニュー毎にまとめました。

ゴミ出しや草刈り，高齢者の日常生活での困りごとを支援するための生活支援のシ
ステムづくりが必要であり，システムがあれば利用しやすい・手助けしやすいとい
う意見が挙げられていた。また，高齢者だけでなく，子育て中の世帯への支援にも
つながるとも考えられている。

高齢の方・若い方・ミニヘルパーなどいろいろな方が携わることにより，多くの絆
が生まれ，支援の必要な高齢者が安心して暮らせるようになるイメージが多く挙
がっていた。

支援を行う人は，近所の方や協力していただける有志の方にお願いする。その方と
利用を希望する方をつなぐ窓口が必要と考えられている。
自治会・民生委員の協力および自治会館やコミセンの活用も求められており，日常
生活圏域でのシステムづくりのイメージと考えられる。
無料というわけではなく，利用料または会費を徴収し，支援を行う方に謝礼を出す
という有償ボランティア型のイメージが挙がっている。

































































































































平成３０年６月　～　平成３０年７月　実施

各地区のコミュニティセンター

228名

202名

86

202

78

202

［コメント］（回答：その他）
■子供会育成会からの依頼（回答：１６名）
■学校からの依頼（回答：１５名） ■ 手話サークル
■自治会（回答：3名） ■ 高齢者クラブからの依頼
■代理（回答：１名） ■ 二中地区からの依頼
■サロン関係（回答：３名） ■ 学校からの勧め
■会議の中で話題になった ■ 包括
■民生委員

Ｑ１．性別　

Ｑ２　年代　

Ｑ３．参加したきっかけ　

1

44

46

22

項 目

平成３０年度　みつばちカフェ　アンケート まとめ（　全体　）

日　時

場　所

受付人数

ｱﾝｹｰﾄ回収数
ｱﾝｹｰﾄ回収率

回収枚数÷配布枚
８８．５％

項 目 回答数

回答数

項 目 回答数

男

女

無回答

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

市報を見て

ポスター・チラシを見て

誘われて

社会福祉協議会からの依頼

その他

無回答

65

137

0

11

24

27

107

37

3

6

10

26

47

20代

5%
30代

13%

40代

23%

50代

11%

60代

23%

70代以上

22%

無回答

0%

年代

男

32%

女

68%

無回答

0%

性別

市報を見て

5%

ポスター・

チラシを見

て

12%

誘われて

13%

社会福祉協議

会からの依頼

51%

その他

18%

無回答

1%

参加したきっかけ



［コメント］（回答：適切）

■さらにこの先どうするか

■

■個人情報の保護と災害時要援護者の支援の在り方 ■ もう少しわかりやすく？

■子ども関係 ■ 子育て

■見守りの充実 ■ 気楽に集まる場所が欲しい

■まとめたテーマ ■ 高齢者が元気になるテーマを

何をするのか具体的な項目があるともっと良い

0

Ｑ４．カフェに参加して　

Ｑ５．テーマについて　

Ｑ５-1．他に何か良いテーマ　

Ｑ６．話し合う時間は　

Ｑ７．進行・説明は　

10

95

91

項 目 回答数

項 目 回答数

あまり分からなかった

分かり難かった

無回答

項 目

とても良かった

良かった

あまり良くなかった

良くなかった

無回答

4

適切

変えた方が良い

無回答

長い

少し長い

ちょうど良い

項 目 回答数

188

5

9

5

10

158

［コメント］（回答：変えた方が良い）

5

1

3

少し短い

短い

分かり易かった

ある程度分かった

回答数

26

0

149

44

とても良

かった

45%
良かった

48%

あまり良く

なかった

2%

良くなかった

0% 無回答

5%

カフェに参加して

適切

93%

変えた方

が良い

3%

無回答

4%

テーマについて

長い

3%

少し長い

5%

ちょうど良い

79%

少し短い

13%

短い

0%

話し合う時間

分かり易

かった

74%

ある程度分

かった

22%

あまり分から

なかった

2%

分かり難

かった

1%

無回答

1%
進行・説明



Ｑ１１．　今後の地域での助け合いについて　

134

58

2

1

6

Ｑ８．今回，自分の意見を　

Ｑ９．みつばちカフェが次回開催されるとしたら　

Ｑ１０．地域の助け合いについて　

項 目 回答数

項 目 回答数

項 目 回答数

項 目 回答数

満足していない

分からない

無回答

より地域での助け合いがあるとよい

87

ある程度言えた

あまり言えなかった

まったく言えなかった

無回答

101

8

1

4

十分言えた

ぜひ参加したい

できるだけ参加したい

できれば参加したくない

参加したくない

無回答

41

140

11

1

7

6

93

63

6

27

6

ある程度必要である

あまり必要ない

必要ない

無回答

満足している

ある程度満足している

あまり満足していない

十分言え

た

43%
ある程度

言えた

50%

あまり言え

なかった

4%

まったく言え

なかった

1%

無回答

2%
今回，自分の意見

ぜひ参加

したい

20%

できるだけ参

加したい

70%

できれば

参加した

くない

5%

参加したくない

1%
無回答

4%

次回開催されるとしたら

満足している

3%

ある程度

満足して

いる

46%

あまり満足

していない

31%

満足してい

ない

3%

分からない

14%

無回答

3%

地域の助け合い

より地域での

助け合いがあ

るとよい

67%

ある程度必

要である

29%

あまり必要

ない

1%

必要ない

0% 無回答

3%

今後の地域での助け合い



23 26 17 1533

1636

アンケート回収数

参加人数 25 28 18

項 目 回答数 回答数 回答数 回答数回答数

Ｑ１．性別　

１中 大島 前渡 平磯阿那珂湊

00

724

男 4 9 8 8

無回答 0 0

9

女 19 17 9

0

回答数 回答数回答数項 目 回答数 回答数

15

Ｑ２．年代　

１中 大島 前渡 平磯阿那珂湊

合計 23 17 33

田彦

回答数

3 220代 0 0

2 3

4

0010代 0 0 0

8

05

40代 5 6

30代 6 3 0

23

60代 4 7

50代 2 3 1

5570代以上 6 7 8

3 38

前渡 平磯阿

0 0無回答 0 0

回答数 回答数

0

佐野

回答数

1

田彦

回答数

580誘われて 0 2 3

3 54

4

1

5

ポスター・チラシを見て 0 3

10 2社会福祉協議会からの依頼 13 19

0 0

18

10

0

25

6

0

3 17

2

325

0無回答 0 1

その他 9 1 1

那珂湊

項 目 回答数 回答数

Ｑ４．カフェに参加して　

１中 大島 前渡 平磯阿２中 佐野 田彦

4174とても良かった 13 10 7

回答数 回答数回答数回答数

18

回答数

18

回答数

8 10良かった 9 15

0 0

19

2

0

16

1

0

6 12

0

000

0良くなかった 0 0

あまり良くなかった 1 0 0

12

Ｑ５．テーマについて　

無回答 0 1 22 2 0

項 目 回答数 回答数 回答数 回答数回答数

１中 大島 前渡 平磯阿那珂湊

00

無回答 0 2

31

変えた方が良い 0 2 0

適切 23 22 16 14

0

37

1

1 1203

5

6

26

平成３０年度　みつばちカフェ　アンケート まとめ（地区別集計）

１中 大島 前渡 平磯阿那珂湊

02市報を見て 1 1 1

回答数

那珂湊

項 目 回答数 回答数

Ｑ３．参加したきっかけ　

１中 大島

２中

48

41

２中

回答数

16

25

0

41

２中

回答数

6

1

3

12

4

9

6

0

２中

回答数

２中

回答数

佐野

44

37

佐野

回答数

7

30

0

37

佐野

回答数

0

0

8

10

5

8

6

0

0 1

2

佐野

回答数

35

2

0

田彦

回答数

10

0

0

1

1

2

4

1

田彦

13

10

田彦

回答数

4

6

0

10



前渡 平磯阿那珂湊

Ｑ６．話し合う時間は　

１中 大島 田彦２中

11長い 2 1 0

回答数 回答数回答数項 目 回答数 回答数回答数

0

回答数

0

回答数

0

0 2少し長い 0 1

1 2

34

3

33

2

3

7

102110

0少し短い 8 3

ちょうど良い 13 21 16

00

Ｑ７．進行・説明は　

短い 0 0 00 0 0

項 目 回答数 回答数 回答数 回答数回答数

１中 大島 前渡 平磯阿那珂湊

11

16

分かり易かった 19 22 12 13

あまり分からなかった 0 0

23

ある程度分かった 3 4 4

1

Ｑ８．今回，自分の意見を　

00

無回答 0 0

分かり難かった 1 0 0

１中 大島 前渡 平磯阿那珂湊

20 19

03

4154

回答数

0 0

２中

十分言えた 10 10 5

項 目 回答数 回答数 回答数 回答数回答数回答数

10 9ある程度言えた 13 16

1 0

20

0

0

17

1

0

4 12

0

132

0まったく言えなかった 0 0

あまり言えなかった 0 0 1

回答数

１中 大島 前渡 平磯阿那珂湊

13

Ｑ９．みつばちカフェが次回開催されるとしたら　

無回答 0 0 00 0 0

回答数

田彦

回答数

ぜひ参加したい 3 3 5

項 目 回答数 回答数 回答数

10 11できるだけ参加したい 17 23

0 0

15

312

0

10

参加したくない 0 0

できれば参加したくない 3 0 2

3

6

1

00

大島 前渡 平磯阿那珂湊

06

Ｑ１０．地域の助け合いについて　

無回答 0 0 0 0

田彦

0

佐野

1

２中

11

ある程度満足している 12 13

0 1 0

回答数

満足している 1 2 0

項 目 回答数 回答数 回答数 回答数回答数回答数回答数

3130あまり満足していない 9 7 10

5 101116

12

19

9

7

0満足していない 0 0

0 0

1

10

1

3

5

0

0 0

4

143

0無回答 1 0

分からない 0 4 0

回答数回答数回答数項 目 回答数 回答数 回答数

　Ｑ１1．今後の地域での助け合いについて　

１中 大島 前渡 平磯阿那珂湊２中

回答数

佐野

回答数

田彦

1

15 10より地域での助け合いがあるとよい 15 1622

16

1

27 7 22

10

4710

0

0

3

0

0

04

00

無回答 0 0

必要ない 0 1 0

01

0あまり必要ない 0 0

ある程度必要である 8 9

3

0

1 0

2

佐野

回答数

5

30

佐野

回答数

26

11

0

0

0

佐野

回答数

佐野

2

１中

0

田彦

回答数

5

5

0

0

0

田彦

1

２中

回答数

7

28

2

1

２中

回答数

29

10

2

0



みつばちカフェ総括 

今年度のみつばちカフェは『歳をとっても住みやすい地域にするために～みんなで

考えよう～』というテーマで，平成３０年６月２日から平成３０年７月２２日の間の

８日間に，市内８地区において開催し，総勢２２８名の方々に参加していただきまし

た。今年度は，自分の地域に必要な助け合いを昨年度の意見をもとに選び，さらに実

現したい助け合いを選ぶことで，昨年度のテーマ「たすけあいって必要？」の意見を

実現に向けて話し合う形での開催としました。 

実現に向けた具体的な内容となると，多くの方が「気軽に声かけできる環境づく

り」や「見守りの充実」など，まずは身近なたすけあいから始めていくことが「歳を

とっても住みやすい地域」につながっていくと考えているようでした。 

また，高校生や大学生といった学生をはじめ若い世代の参加があり良かったという

声を多くいただきました。なかには小学生が一緒に参加している地区もあり，参加者

が笑顔で話し合っている様子をみると，みつばちカフェの存在が多世代交流の場にな

っているのだと改めて実感しました。 

近年社会情勢の変化にともない，住民同士が世代や分野を超えてつながることで，

住民一人ひとりの暮らしと生きがい，地域をともに創っていく「地域共生社会」の実

現が求められています。そのためには多くの世代や立場の人が集まり，地域で共に助

け合いながら生きていくことが重要です。 

市社会福祉課と市社会福祉協議会ではそうした社会の実現のため，これからも “み

つばちカフェ”を住民のみなさんと一緒に“地域づくりを考えていく場”として，定

期開催していくとともに，地域の皆さんからの要望に応じて随時開催していきます。 


